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はじめに

『Oracle Solaris 11.1でのDHCPの作業』へようこそ。このドキュメントは、Oracle
Solarisシステム管理情報の大部分を提供するドキュメントセットの一部です。この
ドキュメントの記述は、Oracle Solarisがインストール済みであることが前提で
す。ネットワークを構成する準備、またはネットワークで必要となる任意のネット
ワークソフトウェアを構成する準備を整えるようにしてください。

注 –このOracle Solarisのリリースでは、SPARCおよび x86系列のプロセッサアーキテ
クチャーを使用するシステムをサポートしています。サポートされるシステムにつ
いては、Oracle Solaris OS: Hardware Compatibility Listsを参照してください。このド
キュメントでは、プラットフォームにより実装が異なる場合は、それを特記しま
す。

対象読者
このドキュメントは、Oracle Solarisが動作しており、ネットワークに構成されている
システムを管理する責任がある人を対象としています。このドキュメントを利用す
るにあたっては、UNIXのシステム管理について少なくとも 2年の経験が必要で
す。UNIXシステム管理のトレーニングコースに参加することも役に立ちます。

Oracleサポートへのアクセス
Oracleのお客様は、My Oracle Supportを通じて電子的なサポートを利用することがで
きます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoを参照
してください。聴覚に障害をお持ちの場合は、http://www.oracle.com/pls/topic/

lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。
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表記上の規則
次の表では、このドキュメントで使用される表記上の規則について説明します。

表P–1 表記上の規則

字体 説明 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレクトリ
名、画面上のコンピュータ出力、コード例
を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイ
ルを表示します。

machine_name% you have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上のコン
ピュータ出力と区別して示します。

machine_name% su

Password:

aabbcc123 プレースホルダ:実際に使用する特定の名
前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、 rm

filenameと入力します。

AaBbCc123 書名、新しい単語、および強調する単語を
示します。

『ユーザーズガイド』の第 6章
を参照してください。

キャッシュは、ローカルに格納
されるコピーです。

ファイルを保存しないでくださ
い。

注:いくつかの強調された項目
は、オンラインでは太字で表示
されます。

コマンド例のシェルプロンプト
Oracle Solaris OSに含まれるシェルで使用する、UNIXのデフォルトのシステムプロン
プトとスーパーユーザープロンプトを次に示します。コマンド例に示されるデ
フォルトのシステムプロンプトは、Oracle Solarisのリリースによって異なります。

表P–2 シェルプロンプト

シェル プロンプト

Bashシェル、Kornシェル、および Bourne
シェル

$

Bashシェル、Kornシェル、および Bourne
シェルのスーパーユーザー

#

Cシェル machine_name%

はじめに

Oracle Solaris 11.1でのDHCPの作業 • 2012年 10月6



表 P–2 シェルプロンプト (続き)
シェル プロンプト

Cシェルのスーパーユーザー machine_name#

はじめに
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DHCPについて (概要)

ISC DHCPサーバー dhcpdは動的ホスト構成プロトコル (DHCP)およびイン
ターネットブートストラッププロトコル (BOOTP)を実装します。DHCPに
よって、TCP/IPネットワーク上のホストは IPアドレスを要求し、IPアドレスを割り
当てられ、さらに接続先のネットワークに関する情報を検出することができま
す。BOOTPも類似した機能を提供します。

この章では、Dynamic Host Configuration Protocol (DHCP)の概要とそのプロトコルを
支える概念について説明します。さらに、DHCPをネットワークで使用することの
利点についても述べます。

この章では、次の内容について説明します。

■ 9ページの「DHCPプロトコルについて」
■ 10ページの「DHCPを使用することの利点」
■ 11ページの「DHCPの動作」
■ 14ページの「ISC DHCPサーバー」
■ 15ページの「DHCPクライアント」

DHCPプロトコルについて
DHCPプロトコルにより、TCP/IPネットワークでのホストの自動ネットワーク構成
が可能になります。DHCPでは、クライアント/サーバーメカニズムが使用されま
す。サーバーは、クライアントの構成情報を格納、管理し、クライアントの要求に
応じてその構成情報を提供します。構成情報には、クライアントの IPアドレス
と、クライアントが使用可能なネットワークサービス情報が含まれます。

DHCPは、従来の BOOTPプロトコルをベースに機能拡張されたプロトコルで
す。BOOTPは、TCP/IPネットワーク経由のブートを可能にすることを目的に設計さ
れました。クライアントとサーバー間のメッセージの形式は、DHCPの場合も
BOOTPの場合も同じです。ただし、DHCPメッセージには、BOOTPメッセージと
は異なり、クライアント用のネットワーク構成データを組み込むことができます。

1第 1 章
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DHCPの主な利点は、リースを通して IPアドレス割り当てを管理できることで
す。「リース」を使用すれば、使用されていない IPアドレスを取り戻すことができ
ます。取り戻された IPアドレスは、ほかのクライアントに割り当てられます。その
ため、DHCPを使用する 1つのサイト用の IPアドレスプールは、すべてのクライア
ントに常時 IPアドレスを割り当てた場合に比べて、小さくなります。

DHCPを使用することの利点
DHCPは、TCP/IPネットワークの設定やネットワークの日々の管理に伴う時間のか
かるタスクを部分的に軽減します。DHCPには、次の利点があります。
■ IPアドレス管理 – DHCPの主な利点は、IPアドレスをより簡単に管理できること
です。DHCPを使用しないネットワークでは、IPアドレスを手動で割り当てる必
要があります。個々のクライアントに固有の IPアドレスを割り当て、クライアン
トを個別に構成するためには、慎重な作業が必要です。さらに、クライアントが
別のネットワークに移動したら、そのクライアントのために手動で修正を加える
必要があります。DHCPが使用可能な場合は、管理者が介在しなくても、DHCP
サーバーが IPアドレスを管理し、割り当てます。クライアントは、別のサブ
ネットに移動する際に新しいネットワークに適した新しいクライアント情報を
DHCPサーバーから取得するため、手動による再構成は必要ありません。

■ 一元的なネットワーククライアントの構成 –構成は、クライアントまたはクライ
アントのタイプに合わせてカスタマイズできます。構成情報は、同じ場所 (DHCP
データストア)に格納されます。したがって、クライアントの構成を変更するた
めにクライアントにログインする必要はありません。データストア内の情報を変
更するだけで、複数のクライアントに対する変更を実行できます。

■ BOOTPクライアントのサポート – BOOTPサーバーとDHCPサーバーはどちら
も、クライアントからのブロードキャストを待機して、応答します。DHCP
サーバーは、DHCPクライアントからの要求だけではなく、BOOTPクライアント
からの要求にも応答できます。BOOTPクライアントは、IPアドレスと、ブート
に必要な情報をサーバーから受け取ります。

■ ローカルおよびリモートクライアントのサポート – BOOTPは、あるネットワーク
から別のネットワークへのメッセージのリレー (中継)機能を備えていま
す。DHCPは、さまざまな方法で BOOTPリレー機能を使用します。ほとんどの
ネットワークルーターは、BOOTPリレーエージェントとして機能するように構
成できます。そのように構成されたネットワークルーターは、要求側クライアン
トのネットワーク上に存在しないサーバーに BOOTP要求を渡します。同じ方法
で、DHCP要求をリレーすることも可能です。これは、ルーターにはDHCP要求
と BOOTP要求の区別がないためです。また、BOOTPリレー機能をサポートする
ルーターが使用できない場合には、DHCPサーバーを BOOTPリレーエージェン
トとして動作するように構成することもできます。

■ ネットワークブート機能 –クライアントは、DHCPを使用すると、RARP (逆アド
レス解決プロトコル)や bootparamsファイルを使用しなくても、ネットワーク上
のサーバーからブートに必要な情報を取得できます。DHCPサーバーは、IPアド

DHCPを使用することの利点
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レス、ブートサーバー、ネットワーク構成情報を含む、クライアントが動作する
のに必要なすべての情報をクライアントに提供できます。DHCP要求は、サブ
ネットを越えてリレーできるので、DHCPネットワークブート機能を使用すれ
ば、ネットワーク内のブートサーバー数を削減できます。RARPでのブートに
は、サブネットごとにブートサーバーが必要です。

■ 大規模ネットワークのサポート –大規模ネットワークのDHCPのサポートを改善
するため:
■ DHCPサーバーの配備を集中させることも分散させることもできます。
■ DHCPリレーエージェントによって、単一のサーバーでそれに直接接続されて
いない複数の物理ネットワークを管理するように構成できます。

■ ISC DHCPはサーバー間のフェイルオーバーを提供し、1台のサーバーで障害
が発生すると、他のサーバーがそれを埋め合わせます。

■ ISC DHCP負荷分散により、複数のサーバーが同時にサービスを提供できるよ
うにします。

■ DHCPサーバーは、マルチスレッド機能を使って多数のクライアント要求を同
時に処理します。

DHCPの動作
DHCPサービスのイベントのシーケンスを次の図に示します。丸の中の番号は、図
のあとに続く説明の箇条書き番号を示しています。

DHCPの動作

第 1章 • DHCPについて (概要) 11



図 1–1 DHCPサービスにおける一連のイベント

DHCPの動作
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上の図には、次の手順が示されています。

1. クライアントは、ローカルサブネット上で制限付きブロードキャストアドレス
(255.255.255.255)に「検索メッセージ」を送信することで、DHCPサーバーを検
索します。ルーターが存在し、BOOTPリレーエージェントとして動作するよう
に構成されている場合、要求は異なるサブネット上の別のDHCPサーバーに渡さ
れます。クライアントの「ブロードキャスト」にはクライアント固有の IDが含
まれています。この IDは、Oracle SolarisのDHCP実装環境の場合、クライアント
のMAC (Media Access Control)アドレスから派生します。

検索メッセージを受け取ったDHCPサーバーは、次の情報からクライアントの
ネットワークを特定します。

■ この要求がどのネットワークインタフェースから入ってきたか。これによって
サーバーは、クライアントが、インタフェースが接続されているネットワーク
上にあるのか、あるいはそのネットワークに接続された BOOTPリ
レーエージェントを使用しているのかがわかります。

■ BOOTPリレーエージェントの IPアドレスが要求に含まれているか。要求がリ
レーエージェントを通過する際に、リレーエージェントは要求ヘッダーにリ
レーエージェントのアドレスを挿入します。サーバーが「リレーエージェント
のアドレス」を検出すると、サーバーは、そのアドレスのネットワーク部分が
クライアントのネットワークアドレスを示していることを認識します。これ
は、リレーエージェントがクライアントのネットワークに接続されている必要
があるからです。

■ クライアントのネットワークは、サブネット化されているか。サーバーは、リ
レーエージェントのアドレス、または要求を受け取ったネットワークインタ
フェースのアドレスが示すネットワークのサブネットマスクを netmasks

テーブルから見つけます。サーバーは、使用されているサブネットマスクを認
識すると、ネットワークアドレスのどの部分がホスト部分であるかを特定
し、クライアント用の適切な IPアドレスを選択できます。netmasksについて
は、netmasks(4)のマニュアルページを参照してください。

2. DHCPサーバーは、クライアントのネットワークを特定すると、適切な IPアドレ
スを選択し、そのアドレスがまだ使用されていないことを確認します。次に
DHCPサーバーは、「オファーメッセージ」を送信し、そのクライアントに応答
します。オファーメッセージには、選択された IPアドレスと、クライアントの構
成に使用できるサービスの情報が含まれています。サーバーは、この IPアドレス
を使用するかどうかをクライアントが決めるまで、これを一時的に予約します。

3. クライアントは、オファーされたサービスの数とタイプに基づいて最善のオ
ファーを選択します。そして、最善のオファーとなったサーバーの IPアドレスを
求める要求を送信します。この伝送によって、クライアントがサーバーを選択し
たことを、応答中のすべてのDHCPサーバーに知らせることができます。選択さ
れなかったサーバーは、オファーした IPアドレスの予約を取り消します。

DHCPの動作
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4. 選択されたサーバーは、クライアント用の IPアドレスを割り当て、その情報を
DHCPデータストアに格納します。そして、承認メッセージ (ACK)をクライアン
トに送信します。「肯定応答メッセージ」には、クライアントのためのネット
ワーク構成パラメータが含まれています。クライアントは、pingユーティリ
ティーを使って IPアドレスをテストし、ほかのシステムがそれを使っていないか
確かめます。クライアントは続行し、ネットワークに参加します。

5. クライアントはリース時間を監視します。設定された時間が経過すると、クライ
アントは、さきほど選択したサーバーに新しいメッセージを送信してリースを増
やそうとします。

6. 要求を受け取ったDHCPサーバーは、リース期間と、管理者が規定したローカル
リースポリシーとが合っていれば、そのリース期間を延長します。サーバーが 20
秒以内に応答しない場合、クライアントは、ほかのDHCPサーバーのいずれかが
リース期間を延長できるように要求をブロードキャストします。

7. クライアントは、その IPアドレスが不要になると、IPアドレスが解放されたこと
をサーバーに知らせます。この通知は、通常のシャットダウンの際に実行さ
れ、また手動で実行することも可能です。

ISC DHCPサーバー
Internet Systems Consortium (ISC) DHCPサーバーの実装がOracle Solarisに追加されま
した。このソフトウェアは自動的にインストールされないため、次のコマンドを入
力してこのサーバーをシステムにインストールできます。

# pkg install pkg:/service/network/dhcp/isc-dhcp

次のリストに、Oracle Solarisリリースの ISC DHCPに関する重要な追加をいくつか示
します。

■ ISC DHCPおよびレガシーの Sun DHCPサービスをサポートする複数のサービスが
追加されました。DHCPによって使用されるすべてのサービスの一覧について
は、44ページの「DHCPサービスによって使用される SMFサービス」を参照し
てください。

■ dhcpd、dhcprelay、および omshellの 3つのコマンドが追加されました。DHCPに
関連するすべてのコマンドの一覧については、43ページの「DHCPサービスに
よって使用されるファイル」を参照してください。

■ ISC DHCPのサーバー構成ファイルは、DHCPv4については
/etc/inet/dhcpd4.conf、DHCPv6については /etc/inet/dhcpd6.confです。

■ ISC DHCPサービス用に dhcpservというユーザーが追加されました。
■ ユーザーログインまたは役割を使用したコマンドへのアクセス
は、solaris.smf.manage.dhcpおよび solaris.smf.value.dhcp承認を使用して管理
できます。

ISC DHCPサーバー

Oracle Solaris 11.1でのDHCPの作業 • 2012年 10月14



さらに、Oracle Solaris 11.1リリースに付属する ISC DHCPサーバーはDHCP over IPoIB
(IP over Infiniband).をサポートします。DHCP over IPoIBはRFC 4390に定義されてい
るように、相互運用性が向上します。

ISC DHCPの詳細は、ISC DHCP DocumentationのWebページを参照してください。

レガシーの Sun DHCPサーバー
レガシーの Sun DHCPサーバーソフトウェアもOracle Solaris 11リリースに含まれて
いますが、廃止のマークが付いており、今後のリリースで削除される予定です。レ
ガシーDHCPサービスの詳細については、About DHCP (Overview)を参照してくださ
い。

DHCPクライアント
「クライアント」という用語は、ネットワーク上でクライアントとしての役割を実
行している物理的なマシンについて言及するために使用される場合があります。た
だし、このドキュメントで説明しているDHCPクライアントはソフトウェアエン
ティティーです。DHCPクライアントは、そのネットワーク構成をDHCPサービス
からリクエストするように構成されたシステムのOracle Solarisで動作するデーモン
(dhcpagent)です。DHCPクライアントは、レガシーの Sun DHCPサーバーと ISC
DHCPサーバーの両方と相互運用できます。

DHCPクライアントについての詳細は、第 3章「DHCPクライアントの構成と管
理」を参照してください。

DHCPクライアント
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ISC DHCPサービスの管理

この章では、ISC DHCPサービスを管理するときに役立つことがあるタスクについて
説明します。次のタスクについて説明します。

■ 17ページの「ユーザーにDHCPコマンドへのアクセス権を付与する方法」
■ 18ページの「ISC DHCPサーバーを構成する方法」
■ 19ページの「DHCPサービスの構成を変更する方法」

DHCPサーバーのタスク

▼ ユーザーにDHCPコマンドへのアクセス権を付与
する方法
デフォルトでは、rootユーザーのみが、DHCPサービスの構成に必要な svcadmおよ
びその他のコマンドを実行できます。root特権のないユーザーにDHCPコマンドを
使用させる場合は、それらのコマンドにアクセスできるように、役割によるアクセ
ス制御 (RBAC)を設定できます。次の手順では、ユーザーがDHCPコマンドを実行で
きるようになるDHCP管理プロファイルを割り当てる方法について説明します。

さらに、次のマニュアルページも役立ちます。rbac(5)、exec_attr(4)、および
user_attr(4)です。

rootの役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Oracle
Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「RBACの初期構成 (タスク
マップ)」を参照してください。

2第 2 章
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ユーザーまたは役割を /etc/user_attrファイルに追加します。

/etc/user_attrファイルを編集してエントリを次の書式で追加します。DHCP
サーバーを管理するユーザーまたは役割ごとに 1つのエントリを追加します。
username::::type=normal;profiles=DHCP Management

たとえば、ユーザー ramには、次のエントリを追加します。

ram::::type=normal;profiles=DHCP Management

▼ ISC DHCPサーバーを構成する方法
ISC DHCPサーバーの初期構成には次の手順を使用できます。

rootの役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Oracle
Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「RBACの初期構成 (タスク
マップ)」を参照してください。

該当するサービスのDHCP構成ファイルを編集します。

IPv4の場合 /etc/inet/dhcpd4.confを編集し、IPV6の場合 /etc/inet/dhcpd6.confを
編集します。詳細は、dhcpd.conf(5)のマニュアルページを参照してください。

必要なサービスを有効にします。
# svcadm enable service

serviceは次のいずれかの値にすることができます。

svc:/network/dhcp/server:ipv4 IPv4クライアントからのDHCPおよび BOOTP要
求を提供します

svc:/network/dhcp/server:ipv6 IPv6クライアントからのDHCPおよび BOOTP要
求を提供します

svc:/network/dhcp/relay:ipv4 IPv4クライアントからのDHCPおよび BOOTP要
求を、DHCPサーバーのあるネットワークに中継
します

svc:/network/dhcp/relay:ipv6 IPv6クライアントからのDHCPおよび BOOTP要
求を、DHCPサーバーのあるネットワークに中継
します

2

1

2

3
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▼ DHCPサービスの構成を変更する方法
root役割またはDHCP管理プロファイルに割り当てられている役割またはユーザー名
を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Oracle
Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「RBACの初期構成 (タスク
マップ)」を参照してください。DHCP管理プロファイルの詳細については、
17ページの「ユーザーにDHCPコマンドへのアクセス権を付与する方法」を参照し
てください。

DHCP構成ファイルを編集します。
IPv4の場合 /etc/inet/dhcpd4.confを編集し、IPv6の場合 /etc/inet/dhcpd6.confを
編集します。詳細は、dhcpd.conf(5)のマニュアルページを参照してください。

SMFデータをリフレッシュします。
# svcadm refresh service

1

2

3
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DHCPクライアントの構成と管理

この章では、Oracle Solarisに含まれている動的ホスト構成プロトコル (DHCP)クライ
アントについて説明します。この章では、クライアントのDHCPv4プロトコルおよ
びDHCPv6プロトコルの機能と、クライアントの動作の変更方法について説明しま
す。

一方のプロトコルDHCPv4は、かなり以前からOracle Solarisに含まれています。こ
れを使用すると、DHCPサーバーは IPv4ネットワークアドレスなどの構成パラ
メータを IPv4ノードに渡すことができます。

もう一方のプロトコルDHCPv6を使用すると、DHCPサーバーは IPv6ネットワーク
アドレスなどの構成パラメータを IPv6ノードに渡すことができます。DHCPv6
は、「IPv6ステートレスアドレスの自動構成」(RFC 2462)に対応するステートフル
アドレス版であり、構成パラメータを取得するためにステートレスアドレスとは別
に使用することも同時に使用することもできます。

この章では、次の内容について説明します。

■ 22ページの「DHCPクライアントについて」
■ 29ページの「DHCPクライアントを使用可能または使用不可にする」
■ 31ページの「DHCPクライアント管理」
■ 33ページの「複数のネットワークインタフェースを備えたDHCPクライアント
システム」

■ 34ページの「DHCPv4クライアントのホスト名」
■ 36ページの「DHCPクライアントシステムとネームサービス」
■ 38ページの「DHCPクライアントのイベントスクリプト」

3第 3 章
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DHCPクライアントについて
DHCPクライアントは dhcpagentデーモンです。LiveCD GUIインストーラを使用し
てOracle Solarisをインストールする場合、インストールされるシステム上でDHCPv4
およびDHCPv6プロトコルが有効になります。テキストインストーラを使用して
Oracle Solarisをインストールする場合、インストールされるシステム上でネット
ワークを構成する方法を選択するためのプロンプトが表示されます。自動ネット
ワーク構成を指定する場合、インストールされるシステム上でDHCPv4および
DHCPv6プロトコルが有効になります。

DHCPを使用するためにOracle Solarisクライアントに対して必要な作業はこれだけで
す。DHCPサービスを使用するDHCPクライアントシステムにどのような情報が与
えられるかは、DHCPサーバーの構成によります。

Oracle Solarisでクライアントシステムがすでに動作しており、DHCPを使用していな
い場合は、クライアントシステムを再構成すればDHCPを使用できるようになりま
す。さらに、DHCPクライアントシステムでDHCPの使用を止め、与えられた静的
なネットワーク情報を使用したい場合にも、DHCPクライアントシステムを再構成
できます。詳細は、29ページの「DHCPクライアントを使用可能または使用不可に
する」を参照してください。

DHCP管理モデル
「DHCPv4」では、クライアントを明示的に構成する必要があります。必要な場
合、アドレス指定用にDHCPv4システムを設定する必要があり、これは通常、初期
のシステムインストール中に実行するか、ipadmコマンドを使用して動的に実行しま
す。ipadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

「DHCPv6」では、クライアントを明示的に構成する必要はありません。DHCPの使
用はネットワークの属性であり、DHCPを使用する指示は、ローカルルーターから
のルーター広告メッセージで伝送されます。DHCPクライアントは、必要に応じて
論理インタフェースを自動的に作成したり破棄したりします。

DHCPv6メカニズムは、管理上、既存の IPv6ステートレス (自動)アドレス構成によ
く似ています。ステートレスアドレス構成の場合は、ローカルルーターにフラグを
設定することにより、一連の接頭辞に対して各クライアントが独自に自動的なアド
レス生成を行うように指示します。このときクライアントは、通知された接頭辞に
加え、ローカルインタフェースのトークンまたは乱数を使用します。DHCPv6の場
合は、同じ接頭辞が必要ですが、アドレスは「ランダムに」割り当てられるのでは
なく、DHCPv6サーバーを介して取得され管理されます。

MACアドレスとクライアント ID
「DHCPv4」では、アドレスを割り当てるためのクライアントの識別に、MACアド
レスおよび任意でクライアント IDが使用されます。ネットワークに入るたびに、同
じクライアントは可能であれば同じアドレスを取得します。

DHCPクライアントについて
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「DHCPv6」でも基本的に同じスキームが使用されますが、クライアント IDは必須
になり、それに基づく構造が義務付けられます。DHCPv6のクライアント IDは、次
の 2つの部分で構成されます。DUID (DHCP Unique Identifier)と IAID (Identity
Association Identifier)です。DUIDは (DHCPv4の場合のようにインタフェースだけを
識別するのではなく)クライアントの「システム」を識別し、IAIDはそのシステム上
のインタフェースを識別します。

RFC 3315で説明されているように、サーバーとクライアントはアイデン
ティティーアソシエーション (IA)を使用して、関連する一連の IPv6アドレスの識
別、グループ化、および管理を行います。クライアントは、そのネットワークイン
タフェースそれぞれに個別の IAを少なくとも 1つ関連付けてから、割り当てた IAを
使用して、そのインタフェースの構成情報をサーバーから取得する必要がありま
す。IAの詳細については、次の「プロトコルの詳細」のセクションを参照してくだ
さい。

DUID+IAIDはDHCPv4でも使用できます。これらを互いに一義的に連結して、クラ
イアント IDとして使用できます。互換性の理由から、これは通常の IPv4インタ
フェースでは行われません。ただし、クライアント IDが構成されていない場合、論
理インタフェース (bge0:1)にはDUID+IAIDが使用されます。

IPv4 DHCPとは異なり、DHCPv6には「クライアント名」オプションがないた
め、DHCPv6だけに基づく名前をシステムに付けることはできません。その代わ
り、DHCPv6から提供されるアドレスに対応するDNS名を知る必要がある場合
は、DNS逆解決 (getaddrinfo(3SOCKET)関数を使用したアドレスからの名前照会)を
使用します。この影響の 1つとして、DHCPv6だけを使用していてノードに特定の名
前を与える場合、次のように svccfgコマンドを使用してノード名を指定する必要が
あります。

# svccfg -s svc:/system/identity:node setprop config/nodename = astring: hostname

DHCPv4とDHCPv6の相違点
DHCPv4とDHCPv6の主な相違点は次の 2つです。

■ 管理モデル
■ DHCPv4 -管理者が各インタフェースに対してDHCPを有効にします。管理は
論理インタフェースごとに行われます。

■ DHCPv6 -明示的な構成は必要ありません。このプロトコルは、特定の物理イ
ンタフェース上で有効にされます。

■ プロトコルの詳細
■ DHCPv4 - DHCPサーバーが各アドレスのサブネットマスクを提供します。ホ
スト名オプションによってシステム全体のホスト名が設定されます。

■ DHCPv6 -サブネットマスクは、DHCPv6サーバーではなくルーター広告に
よって提供されます。DHCPv6のホスト名オプションはありません。

DHCPクライアントについて
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DHCPプロトコルの詳細
DHCPv4では、割り当てられたアドレスに使用すべきサブネットマスクは、DHCP
サーバーによって指定されます。DHCPv6では、サブネットマスク (「接頭辞長」と
も呼ばれる)はDHCPサーバーによって制御されるのではなく、ルーター広告に
よって割り当てられます。

DHCPv4には「ホスト名」オプションがあり、これを使用してシステム全体の
ノード名が設定されます。DHCPv6にはそのようなオプションはありません。

DHCPv6のクライアント IDを構成するには、システムで自動的に選択させる代わり
に、DUIDを指定する必要があります。この設定は、デーモンに対してグローバルに
行うか、インタフェースごとに行うことができます。グローバルなDUIDを設定す
るには、次の書式を使用します (先頭にドットを付ける)。

.v6.CLIENT_ID=DUID

特定のインタフェースが特定のDUIDを使用するように設定して、システムが
DHCPv6サーバーに対して複数の独立したクライアントに見えるようにするに
は、次のように指定します。

bge0.v6 CLIENT ID=DUID

各アイデンティティーアソシエーション (IA)は、1種類のアドレスを保持します。た
とえば、一時アドレス用アイデンティティーアソシエーション (IA_TA)は一時アド
レスを保持し、非一時アドレス用アイデンティティーアソシエーション (IA_NA)は
割り当てられた永続的なアドレスを保持します。このガイドで説明するDHCPv6の
バージョンでは、IA_NAアソシエーションだけが提供されています。

Oracle Solarisは、要求に応じて各インタフェースに 1つの IAIDを割り当てます。こ
の IAIDはルートファイルシステム内のファイルに格納され、マシンの寿命にわ
たって保持されます。

論理インタフェース
DHCPv4クライアントの論理インタフェースは、それぞれが独立した管理単位で
す。0番目の論理インタフェース (デフォルトで識別子がインタフェースのMACアド
レスになる)に加え、ユーザーは特定の論理インタフェースを構成してDHCPを実行
することができます。そのためには、dhcpagent構成ファイルにCLIENT_IDを指定
します。例:

bge0.v6 CLIENT ID=DUID

DHCPv6の動作は異なります。IPv4とは異なり、IPv6インタフェースの 0番目の論理
インタフェースは常にリンクローカルです。リンクローカルは、DHCPサーバーな
どのほかの割り当て方法が利用できない場合に、IPネットワーク内のデバイスに IP
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アドレスを自動的に割り当てるために使用されます。0番目の論理インタフェース
は、DHCPの制御下に置くことはできません。そのため、DHCPv6は 0番目の論理イ
ンタフェース (「物理インタフェース」とも呼ばれる)上で実行されるにもかかわら
ず、0番目以外の論理インタフェースだけにアドレスを割り当てます。

DHCPv6サーバーは、DHCPv6クライアント要求に応答して、クライアントで構成す
べきアドレスのリストを返します。

オプションのネゴシエーション
DHCPv6には「オプション要求」オプションがあり、クライアントがどの情報を優
先的に望んでいるかについて、サーバーにヒントを提供します。使用可能なすべて
のオプションをサーバーからクライアントに送信すると、送信される情報が大量に
なり、クライアントに到達するまでにその一部をドロップする必要が生じる可能性
があります。サーバーはヒントを使用して、応答に含めるオプションを選択するこ
とができます。あるいは、サーバーはヒントを無視し、ほかの項目を選択して含め
ることもできます。たとえば、Oracle Solarisの場合、優先するオプションにはOracle
Solaris DNSアドレスドメインやNISアドレスドメインなどが含まれる可能性があり
ますが、NetBIOSサーバーが含まれる可能性はわずかです。

同じ種類のヒントがDHCPv4にも用意されていますが、この特別な「オプション要
求」オプションはありません。代わりに、DHCPv4では、/etc/default/dhcpagentの
PARAM_REQUEST_LISTが使用されます。

構成の構文
DHCPv6クライアントを構成するには、既存のDHCPv4クライアントの場合とほぼ
同様に、/etc/default/dhcpagentを使用します。

構文は、インタフェース名 (存在する場合)と構成対象のパラメータの間に挿入され
る「.v6」マーカーで拡張されます。たとえば、グローバルな IPv4オプション要求リ
ストは、次のように設定されます。

PARAM_REQUEST_LIST=1,3,6,12,15,28,43

特定のインタフェースでホスト名オプションを省略するには、次のように構成しま
す。

bge0.PARAM_REQUEST_LIST=1,3,6,15,28,43

DHCPv6のグローバルな要求リストを設定する場合は、先頭にドットを付加しま
す。

.v6.PARAM_REQUEST_LIST=23,24
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特定のインタフェースを設定する場合は、次の例に従います。

bge0.v6.PARAM_REQUEST_LIST=21,22,23,24

参考として、DHCPv6構成の実際の /etc/default/dhcpagentファイルを次に示しま
す。

# The default DHCPv6 parameter request list has preference (7), unicast (12),

# DNS addresses (23), DNS search list (24), NIS addresses (27), and

# NIS domain (29). This may be changed by altering the following parameter-

# value pair. The numbers correspond to the values defined in RFC 3315 and

# the IANA dhcpv6-parameters registry.

.v6.PARAM_REQUEST_LIST=7,12,23,24,27,29

DHCPクライアントの起動
ほとんどの場合、DHCPv6クライアントを起動するために操作は必要ありませ
ん。in.ndpdデーモンが必要に応じてDHCPv6を自動的に起動します。

これに対し、DHCPv4では、Oracle Solarisのインストール時にクライアントの起動を
要求しなかった場合は、これを要求する必要があります。30ページの「DHCPクラ
イアントを有効にする方法」を参照してください。

dhcpagentデーモンは、システムのブートに関与するほかのプロセスに必要な構成情
報を取得します。そのため、システム起動スクリプトは、ブートプロセスの初期段
階に dhcpagentを起動し、DHCPサーバーからネットワーク構成情報が到着するのを
待ちます。

デフォルトではDHCPv6が実行されますが、DHCPv6を実行しないように選択する
こともできます。DHCPv6の実行開始後は、ipadm delete-addrコマンドで停止でき
ます。/etc/inet/ndpd.confファイルを変更してDHCPv6を無効にし、リブート時に
DHCPv6が起動しないようにすることもできます。

次の例は、DHCPv6をすぐにシャットダウンする方法を示しています。

ex# echo ifdefault StatefulAddrConf false >> /etc/inet/ndpd.conf

ex# pkill -HUP -x in.ndpd

ex# ipadm delete-addr -r dhcp-addrobj

起動時に、永続的なDHCP構成がシステムに存在する場合、dhcpagentは起動スクリ
プトプロセスの一部として開始されます。dhcpagentは次に、11ページの「DHCPの
動作」で説明されているようにネットワークインタフェースを構成します。
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DHCPv6通信
DHCPv4は手動構成によって起動されるのに対し、DHCPv6はルーター広告 (RA)に
よって起動されます。ルーターの構成に応じて、システムはルーター広告
メッセージが受信されたインタフェースでDHCPv6を自動的に起動し、DHCPを使
用してアドレスとほかのパラメータを取得するか、DHCPv6でアドレス以外の
データ (DNSサーバーなど)だけを要求します。

in.ndpdデーモンはルーター広告メッセージを受信します。これは、システムで IPv6
用に plumbされているすべてのインタフェースで、自動的に実行されます。in.ndpd

は、DHCPv6を実行するように指定するRAを検出すると、DHCPv6を起動します。

in.ndpdがDHCPv6を起動しないようにするには、/etc/inet/ndpd.confファイルを
変更します。

次のいずれかのバージョンの ipadmコマンドを使用して、DHCPv6の起動後に
DHCPv6を停止することもできます。

ipadm delete-addr dhcp-addrobj

または

ipadm delete-addr -r dhcp-addrobj

DHCPクライアントプロトコルはネットワーク構
成情報をどのように管理するか
DHCPv4クライアントプロトコルとDHCPv6クライアントプロトコルでは、ネット
ワーク構成情報の管理方法が異なります。主な相違点は、DHCPv4では単一のアド
レスのリースとそれに関連するいくつかのオプションのためにネゴシエーションが
行われることです。DHCPv6では一連のアドレスとオプションに対して一括でネゴ
シエーションが行われることです。

DHCPv4クライアントとサーバー間の対話の概要については、第 1章「DHCPについ
て (概要)」を参照してください。

DHCPv4クライアントはネットワーク構成情報をどのように管理
するか
DHCPサーバーから情報パケットを取得すると、dhcpagentはネットワークインタ
フェースを構成し、使用可能にします。デーモンは、そのインタフェースを IPアド
レスのリース期間が終わるまで制御し、その構成データを内部テーブルに保持しま
す。システム起動スクリプトは dhcpinfoコマンドを使用して内部テーブルから構成
オプションの値を抽出します。それらの値は、システムを構成し、システムが
ネットワーク上で通信できるようにするために使用されます。
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dhcpagentデーモンは、一定時間 (通常はリース期間の半分)が過ぎるまで何もせずに
待機します。この時間が過ぎると、デーモンは、リースの延長をDHCPサーバーに
要求します。dhcpagentデーモンは、インタフェースの停止や IPアドレスの変更がシ
ステムから通知された場合、ipadmコマンドから指示があるまでそのインタフェース
を制御しません。また、dhcpagentは、インタフェースが適切に動作し、IPアドレス
が変更されていないことを検出すると、リースの更新要求をサーバーに送信しま
す。リースを更新できない場合、dhcpagentはリース期間の満了時にそのインタ
フェースを停止します。

dhcpagentがリースに関連するアクションを行うたびに、このデーモンは
/etc/dhcp/eventhookという実行可能ファイルを探します。この名前の実行可能
ファイルが見つかると、dhcpagentはこのファイルを起動します。イベント実行可能
ファイルの使用については、38ページの「DHCPクライアントのイベントスクリプ
ト」を参照してください。

DHCPv6クライアントはネットワーク構成情報をどのように管理
するか
クライアントとサーバーの間のDHCPv6通信は、クライアントがサーバーを見つけ
るために要請メッセージを送信することによって開始されます。応答として、DHCP
サービスに使用可能なすべてのサーバーが通知メッセージを送信しま
す。サーバーのメッセージには、複数の IA_NA (非一時アドレス用アイデン
ティティーアソシエーション)レコードに加え、サーバーが提供できるほかのオプ
ション (DNSサーバーアドレスなど)が含まれています。

クライアントは、独自の IA_NA/IAADDRレコードを要求メッセージに設定すること
により、特定のアドレス (またはその複数)を要求できます。通常、クライアントが
特定のアドレスを要求するのは、古いアドレスが記録されており、可能な限り同じ
アドレスがサーバーから提供されることを望む場合です。クライアントの動作にか
かわらず (クライアントがまったくアドレスを要求しない場合でも)、サーバーは 1つ
のDHCPv6トランザクション用に任意の数のアドレスをクライアントに提供するこ
とができます。

クライアントとサーバーの間で行われるメッセージのやり取りは次のとおりです。

■ クライアントがサーバーを見つけるために要請メッセージを送信します。
■ サーバーは通知メッセージを送信して、DHCPサービスに使用可能であることを
示します。

■ クライアントは要求メッセージを送信して、もっとも大きい優先値を持つ
サーバーに、IPアドレスなどの構成パラメータを要求します。サーバーの優先値
は、最低値 0から最高値 255の範囲で、管理者によって設定されます。

■ サーバーは、アドレスリースと構成データを含む応答メッセージを送信します。

通知メッセージ内の優先値が 255であれば、DHCPv6クライアントはただちにその
サーバーを選択します。もっとも優先値の高いサーバーが応答しない場合や要求
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メッセージに正常な応答を返すことができない場合、クライアントは、取得済みの
通知メッセージの中で優先値の高いものから順にサーバーを検索します。すべての
通知メッセージの検索が終わると、クライアントは再び要請メッセージを送信して
処理を繰り返します。

選択されたサーバーは、要請メッセージまたは要求メッセージへの応答として、割
り当てるアドレスと構成パラメータを含む応答メッセージを送信します。

DHCPクライアントのシャットダウン
クライアントはシャットダウン時に、クライアントにアドレスを割り当てた
サーバーに解放メッセージを送信して、割り当てられたアドレスの 1つ以上をクラ
イアントが使用しなくなることを示します。DHCPv4クライアントシステムが正常
にシャットダウンするとき、dhcpagentは現在の構成情報をファイルに書き込みます
(ファイルが存在する場合)。ファイル名は、DHCPv4の場合は
/etc/dhcp/interface.dhcで、DHCPv6の場合は /etc/dhcp/interface.dh6です。デフォル
トでは、リースは解放されずに保存されるため、IPアドレスが使用されなくなった
ことをDHCPサーバーは検出できません。そのため、クライアントは次のブート時
にそのアドレスを簡単に再取得できます。このデフォルトアクションは ipadm

delete-addr dhcp-addrobjコマンドと同じです。

システムのリブート時にそのファイル内のリースが依然として有効である
と、dhcpagentは、同じ IPアドレスとネットワーク構成情報を使用する (短縮形の)
要求を送信します。DHCPv4の場合、これは要求メッセージです。DHCPv6の場
合、これは確認メッセージです。

DHCPサーバーがこれを許可した場合、dhcpagentはシステムのシャットダウン時に
ディスクに書き込んだ情報を使用できます。クライアントがこの情報を使用するこ
とをサーバーが許可しない場合、dhcpagentは、11ページの「DHCPの動作」で説明
されているDHCPプロトコルシーケンスを開始します。その結果、クライアント
は、新しいネットワーク構成情報を取得します。

DHCPクライアントを使用可能または使用不可にする
Oracle Solarisはすでに動作している、DHCPがまだ使用されていないサーバーで
DHCPクライアントを使用可能にするためには、まず、システムを構成解除する必
要があります。システムがブートされたら、ある一連のコマンドを実行してシステ
ムを設定し、DHCPクライアントを使用可能にします。
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注 –多くの配備では、インフラストラクチャーの重要な部分にはDHCPを使用せずに
静的 IPアドレスを設定することが一般的です。ネットワーク上のルーターや特定の
サーバーなど、クライアントになるべきデバイスとそうでないデバイスの判定につ
いては、このガイドでは説明しません。

▼ DHCPクライアントを有効にする方法
この手順が必要なのは、Oracle Solarisのインストール時にDHCPv4が使用可能にされ
ていない場合だけです。DHCPv6の場合、この手順は不要です。

root役割またはDHCP管理プロファイルに割り当てられている役割またはユーザー名
を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Oracle
Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「RBACの初期構成 (タスク
マップ)」を参照してください。DHCP管理プロファイルの詳細については、
17ページの「ユーザーにDHCPコマンドへのアクセス権を付与する方法」を参照し
てください。

システムを再構成します。

次のいずれかの構成方法を選択します。

■ システムを対話式に再構成します。
# sysconfig configure

対話型システム構成ツールが起動したら、「ネットワーク」画面で「自
動」ネットワーク構成を選択します。

■ システムを非対話式に再構成します。
# sysconfig configure -c sc_profile

sc_profile構成ファイルの使用の詳細は、sysconfig(1M)のマニュアルページを
参照してください。

▼ DHCPクライアントを無効にする方法
root役割またはDHCP管理プロファイルに割り当てられている役割またはユーザー名
を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Oracle
Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「RBACの初期構成 (タスク

1
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マップ)」を参照してください。DHCP管理プロファイルの詳細については、
17ページの「ユーザーにDHCPコマンドへのアクセス権を付与する方法」を参照し
てください。

システムを再構成します。

次のいずれかの構成方法を選択します。

■ システムを対話式に再構成します。
# sysconfig configure

対話型システム構成ツールが起動したら、「ネットワーク」画面のネットワーク
構成で「手動」または「なし」を選択します。

■ システムを非対話式に再構成します。
# sysconfig configure -c sc_profile

sc_profile構成ファイルの使用の詳細は、sysconfig(1M)のマニュアルページを
参照してください。

DHCPクライアント管理
通常のシステムオペレーションのもとでは、DHCPクライアントソフトウェアは管
理を必要としません。dhcpagentデーモンはシステムブート時に自動的に起動
し、リースについてサーバーとネゴシエーションを行い、シャットダウン時に停止
します。dhcpagentデーモンを手動で直接、起動または停止しないようにしてくださ
い。代わりに、クライアントシステム上のスーパーユーザーとして、必要に応じて
ipadmコマンドを使い、dhcpagentによるネットワークインタフェースの管理を変更
できます。

DHCPクライアントで使用される ipadmコマンドオ
プション
このセクションでは、ipadm(1M)のマニュアルページに記載されているコマンドオプ
ションについてまとめます。

ipadmコマンドによって次のことを実行できます。

■ IPインタフェースの作成 –コマンド ipadm create-ipは、あとで IPアドレスを構
成する IPインタフェースを作成します。このアドレスは静的でも動的でもかまい
ません。IPインタフェースの作成は、アドレスを割り当てるために前提条件とな
るコマンドです。

2
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■ DHCPクライアントの開始 –コマンド ipadm create-addr -T dhcp dhcp-addrobjに
よって、IPアドレスと新しい構成オプションのセットを取得するための
dhcpagentとDHCPサーバーとの対話処理が開始されます。このコマンドは、IP
アドレスを追加したり、サブネットマスクを変更する場合など、情報を変更して
それをクライアントですぐに使用したいときに便利です。

■ ネットワーク構成情報だけのリクエスト –コマンド ipadm refresh-addr -i

dhcp-addrobjを実行すると、dhcpagentは、IPアドレス以外のネットワーク構成パ
ラメータのリクエストを発行します。このコマンドは、ネットワークインタ
フェースが静的 IPアドレスを持っているが、クライアントシステムが更新された
ネットワークオプションを必要としているような場合に便利です。たとえ
ば、DHCPを IPアドレスの管理には使用しないが、ネットワーク上のホストの構
成には使用したいような場合です。

■ リース延長のリクエスト –コマンド ipadm refresh-addr dhcp-addrobjを実行する
と、dhcpagentはリースを更新するリクエストを発行します。クライアント
は、リースの延長を自動的に要求します。ただし、リース期間を変更し、次の
リース更新を待たずにクライアントで新しいリース期間をただちに使用したい場
合は、このコマンドを使用できます。

■ IPアドレスの解放 –コマンド ipadm delete-addr -r dhcp-addrobjを実行する
と、dhcpagentはネットワークインタフェースによって使用されている IPアドレ
スを放棄します。IPアドレスの解放は、リースの期限が切れると自動的に行われ
ます。たとえば、ラップトップをネットワークから切り離し、別のネットワーク
上で起動する予定の場合に、このコマンドを実行することをお勧めしま
す。/etc/default/dhcpagent構成ファイルの RELEASE_ON_SIGTERMプロパティーも
参照してください。

■ IPアドレスの停止 –コマンド ipadm delete-addr dhcp-addrobjを実行する
と、dhcpagentはDHCPサーバーに通知せずにネットワークインタフェースを停
止し、リースをファイルシステムにキャッシュします。この処理により、クライ
アントは次回リブート時に同じ IPアドレスを使用できます。

注 –現時点では、ipadmコマンドは、ifconfig [inet6] interface statusコマンドと
同等の機能を持っていません。

DHCPクライアント構成パラメータの設定
クライアントシステムの /etc/default/dhcpagentファイルには、dhcpagentに対する
調整可能パラメータが含まれています。テキストエディタを使用して、クライアン
トの動作に影響を与えるパラメータを変更できます。/etc/default/dhcpagentファイ
ルには十分な説明が記載されていますので、詳細については、dhcpagent(1M)のマ
ニュアルページだけでなく、このファイルも参照してください。

デフォルトで、DHCPクライアントは次のように構成されます。
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DHCPv4の場合
■ クライアントシステムは特定のホスト名を必要としない。

特定のホスト名をクライアントから要求する場合は、34ページの「DHCPv4クラ
イアントのホスト名」を参照してください。

■ クライアントのデフォルトの要求は /etc/default/dhcpagentで指定され、これに
はDNSサーバー、DNSドメイン、ブロードキャストアドレスが含まれる。
DHCPクライアントのパラメータファイルは、/etc/default/dhcpagentファイル
の PARAM_REQUEST_LISTキーワードでより多くのオプションを要求するように設定
できます。さらに、DHCPサーバーを適切に構成すれば、特別に要求されている
オプション以外のオプションを提供できます。DHCPサーバーマクロを使用して
クライアントに情報を送信することについては、dhcpd(8)のマニュアルページお
よび『System Administration Guide: IP Services』の「Working With DHCP Macros
(Task Map)」を参照してください。

DHCPv4およびDHCPv6の場合
■ クライアントシステムは、1つの物理ネットワークインタフェースでDHCPを使
用する。

複数の物理ネットワークインタフェースでDHCPを使用する場合は、33ページ
の「複数のネットワークインタフェースを備えたDHCPクライアントシステ
ム」を参照してください。

■ Oracle SolarisのインストールよりあとにDHCPクライアントが構成されている場
合、クライアントは自動的にネームサービスとして構成されるわけではない。

DHCPクライアントでネームサービスを使用する場合は、36ページの「DHCPク
ライアントシステムとネームサービス」を参照してください。

複数のネットワークインタフェースを備えたDHCPクラ
イアントシステム

DHCPクライアントは、1つのシステム上にあるいくつかの異なるインタフェースを
同時に管理できます。インタフェースは、物理インタフェースでも論理インタ
フェースでもかまいません。個々のインタフェースは、独自の IPアドレスとリース
時間をもっています。複数のネットワークインタフェースがDHCP用に構成されて
いると、クライアントは個別の要求を出してそれらのインタフェースを構成しま
す。クライアントは、インタフェースごとに別々のネットワーク構成パラメータ群
を維持します。パラメータは別々に格納されますが、パラメータの中にはその性質
上、広域的なものがあります。グローバルパラメータは、システム全体 (特定の
ネットワークインタフェースではなく)に適用されます。

グローバルパラメータには、ホスト名、NISドメイン名、時間帯などがあります。通
常、グローバルパラメータの値はインタフェースごとに異なります。ただし、各シ
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ステムに関連付けられたグローバルパラメータには、それぞれ 1つの値だけを使用
できます。グローバルパラメータの問い合わせに対して応答が 1つだけ返されるよ
うにするために、プライマリネットワークインタフェース用のパラメータだけが使
用されます。

DHCPクライアントは、論理インタフェースの場合も、物理インタフェースの場合
も、そのリースを同じように管理します。ただし、論理インタフェースの場合
は、次の制限があります: DHCPクライアントは論理インタフェースに関連付けられ
ているデフォルトルートを管理しません。

Oracle Solarisカーネルは、ルートを物理インタフェース (論理インタフェースではな
く)と関連付けます。通常は、物理インタフェースの IPアドレスが確立されると、必
要なデフォルトルートがルーティングテーブルに入れられます。そのあと、DHCP
を使って、その物理インタフェースに関連付けられた論理インタフェースを構成し
た場合、通常、必要なルートはすでに決まっています。したがって、この論理イン
タフェースは同じルートを使用します。

ある物理インタフェースのリースが期限切れになると、DHCPクライアントは、そ
のインタフェースに関連付けられているデフォルトルートを削除します。しか
し、ある論理インタフェースのリースが期限切れになっても、DHCPクライアント
は、その論理インタフェースに関連付けられているデフォルトルートを削除しませ
ん。対応する物理インタフェースは (場合によっては、そのほかの論理インタ
フェースも)、前と同じルートを使用する必要がある場合があります。

DHCP制御のインタフェースに関連付けられたデフォルトルートの追加や削除が必
要な場合は、DHCPクライアントのイベントスクリプトメカニズムを使用できま
す。詳細は、 38ページの「DHCPクライアントのイベントスクリプト」を参照して
ください。

DHCPv4クライアントのホスト名
デフォルトでは、DHCPv4クライアントは、それ自身のホスト名を提供しませ
ん。DHCPサーバーがホスト名を提供するとみなすからです。デフォルトで
は、DHCPv4サーバーが、DHCPv4クライアントにホスト名を提供するように構成さ
れています。DHCPv4クライアントとサーバーを一緒に使用する場合には、これら
のデフォルト設定が有効に機能します。しかし、DHCPv4クライアントを他社製の
DHCPサーバーと一緒に使用する場合には、ホスト名がサーバーからクライアント
に提供されないことがあります。DHCPクライアントがDHCPを通じてホスト名を
受け取らない場合、クライアントシステムは svc:/system/identity:nodeサービスの
config/nodename プロパティーに設定されている値を調べて、ホスト名として使用す
る名前があるかどうかを確認します。ホスト名がファイルにない場合は、unknownに
設定されます。

DHCPサーバーがDHCP Hostnameオプションで名前を提供した場
合、svc:/system/identity:nodeサービスの config/nodenameプロパティーに設定され
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た値に異なる値が配置されたとしても、クライアントはそのホスト名を使用しま
す。クライアントで特定のホスト名を使用する場合は、その名前をクライアントか
ら要求できます。次の手順を参照してください。

注 –次の手順は、すべてのDHCPサーバーで機能するとは限りません。この手順で
は、クライアントに対し、特定のホスト名をDHCPサーバーに送信して同じ名前を
応答で受け取るように指示します。

ただし、DHCPサーバーはこの要求を尊重する必要はないため、尊重しないことが
あります。その場合は、単に別の名前を返します。

▼ DHCPv4クライアントが特定のホスト名を要求で
きるようにする方法
実行する手順は、DHCPアドレスを持つ IPインタフェースがすでに存在するかどう
かによって異なります。

root役割またはDHCP管理プロファイルに割り当てられている役割またはユーザー名
を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Oracle
Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「RBACの初期構成 (タスク
マップ)」を参照してください。DHCP管理プロファイルの詳細については、
17ページの「ユーザーにDHCPコマンドへのアクセス権を付与する方法」を参照し
てください。

DHCPアドレスを持つ IPインタフェースがすでに存在する場合、次を実行します。

a. 既存のDHCPアドレスを削除します。
# ipadm delete-addr -r dhcp-addrobj

b. 使用する特定のホスト名に新しいDHCPアドレスを登録します。
# ipadm create-addr -T dhcp -h hostname dhcp-addrobj

IPインタフェースがまだ存在しない場合、次を実行します。

a. IPインタフェースを作成します。
# ipadm create-ip interface

b. 使用する特定のホスト名にDHCPアドレスを登録します。
# ipadm create-addr -T dhcp -h hostname dhcp-addrobj

1

2

3
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DHCPクライアントシステムとネームサービス
Oracle Solarisシステムでは、次のネームサービスがサポートされます: DNS、NIS、お
よびローカルファイルストア (/etc/inet/hosts)。これらのネームサービスを使用す
るためには、ある程度の事前構成が必要です。name-service/switch SMFサービスも
適切に構成する必要があります。詳細は、nsswitch.conf(4)のマニュアルページを参
照してください。

ネームサービスのクライアントとしてシステムを構成しないと、DHCPクライアン
トシステムでネームサービスを使用することはできません。デフォルトでは、シス
テムのインストール時に異なる構成を指定しないかぎり、ローカルファイルだけが
使用されます。

次の表は、DHCPに関連する考慮事項をネームサービスごとに要約したもので
す。表には、クライアントで各ネームサービスを設定するときに役立つドキュメン
トへの相互参照が含まれています。
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表 3–1 DHCPクライアントシステムに対するネームサービスクライアント設定情報

ネームサービス クライアント設定情報

NIS DHCPを使ってOracle Solarisネットワークインストール情報をクライアン
トシステムに送信する場合には、NISservsと NISdmainオプションを含む
構成マクロを使用できます。これらのオプションは、NISサーバーの IPア
ドレスと、NISドメイン名をクライアントに渡すためのものです。これに
よって、クライアントは自動的にNISクライアントになります。

DHCPクライアントシステムでOracle Solarisがすでに動作している場
合、DHCPサーバーがNIS情報をクライアントに送信しても、クライアン
トシステムが自動的にNISクライアントとして構成されるわけではありま
せん。

DHCPクライアントシステムにNIS情報を送信するようにDHCP
サーバーが構成されている場合には、クライアントで次の dhcpinfoコマ
ンドを使用すれば、クライアントに渡された値を表示できます。

# /usr/sbin/dhcpinfo NISdmain

# /usr/sbin/dhcpinfo NISservs

注 – DHCPv6の場合は、次のようにコマンドに -v6および異なるプロトコ
ルキーワードを含めます。

# /usr/sbin/dhcpinfo -v6 NISDomain

# /usr/sbin/dhcpinfo -v6 NISServers

NISドメイン名とNISサーバーの値は、システムをNISクライアントとし
て構成するときに使用します。

DHCPクライアントシステム用のNISクライアントを標準的な方法で設定
します (『Oracle Solaris 11.1でのネームサービスおよびディレクトリ
サービスの作業』の第 6章「NISの設定と構成 (タスク)」を参照)。

ヒント –スクリプトを作成すれば、dhcpinfoや ypinitを使って、DHCPク
ライアントシステムにおけるNISクライアントの構成を自動的に行うこと
ができます。

/etc/inet/hosts ネームサービスとして /etc/inet/hostsを使用するDHCPクライアントシ
ステムには、/etc/inet/hostsファイルを設定します。

DHCPクライアントシステム自身の /etc/inet/hostsファイルには、その
ホスト名がDHCPツールによって追加されます。ただし、同じネット
ワークにあるほかのシステムの /etc/inet/hostsファイルには、このホス
ト名を手動で追加する必要があります。さらに、DHCPサーバーシステム
が名前を解決するために /etc/inet/hostsを使用する場合は、このシステ
ムにもクライアントのホスト名を手動で追加する必要があります。

DNS DHCPクライアントシステムがDNSドメイン名をDHCPから取得する場
合には、dns/client SMFサービスのプロパティーも自動的に構成されま
す。DNSの詳細は、『Oracle Solaris Administration: Naming and Directory
Services』を参照してください。
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DHCPクライアントのイベントスクリプト
DHCPクライアントを適切に設定すれば、実行可能なプログラムやスクリプトを実
行して、クライアントシステムに必要な任意のアクションを行うことができま
す。「イベントスクリプト」と呼ばれるこのプログラムやスクリプトは、一定の
DHCPリースイベントが発生すると自動的に実行されます。イベントスクリプトを
使用すれば、特定のリースイベントに応じてほかのコマンドやプログラム、スクリ
プトを実行できます。この機能を使用するためには、独自のイベントスクリプトを
作成する必要があります。

dhcpagentでは、DHCPリースイベントを表すために次のイベントキーワードが使用
されます。

イベントキーワード 機能説明

BOUNDと BOUND6 インタフェースがDHCP用に構成されました。クライアント
は、DHCPサーバーから肯定応答メッセージ (DHCPv4 ACK)ま
たは (DHCPv6 Reply)を受け取り、IPアドレスに対するリース
要求を認められます。このイベントスクリプトは、インタ
フェースの構成が正常に終わると直ちに呼び出されます。

EXTENDと EXTEND6 クライアントによるリースの延長が成功しました。このイベ
ントスクリプトは、クライアントが更新要求に対する肯定
メッセージをDHCPサーバーから受け取ると直ちに呼び出さ
れます。

EXPIREと EXPIRE6 リース時間が終了すると、リースが期限切れになりま
す。DHCPv4の場合、このイベントスクリプトは、リースさ
れたアドレスがインタフェースから削除され、インタ
フェースが停止状態にされる直前に呼び出されま
す。DHCPv6の場合、このイベントスクリプトは、最後に
残っているリースされたアドレスがインタフェースから削除
される直前に呼び出されます。

DROPと DROP6 クライアントがインタフェースをDHCP制御下から削除する
目的でリースを中断しました。このイベントスクリプト
は、インタフェースがDHCP制御から削除される直前に呼び
出されます。

RELEASEと RELEASE6 クライアントが IPアドレスを解放します。このイベントスク
リプトは、クライアントがインタフェース上のアドレスを解
放し、DHCPv4 RELEASEまたはDHCPv6 Releaseパケットを
DHCPサーバーに送信する直前に呼び出されます。

INFORMと INFORM6 インタフェースは、DHCPv4 INFORMまたはDHCPv6
Information-Requestメッセージを使用して、新しい構成情報
または更新された構成情報をDHCPサーバーから取得しま
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す。これらのイベントは、DHCPクライアントがサーバーか
ら構成パラメータだけを取得し、IPアドレスリースを取得し
ない場合に発生します。

LOSS6 リースが期限切れになったとき、有効なリースが 1つ以上
残っている場合は、期限切れのアドレスが削除される直前に
このイベントスクリプトが呼び出されます。削除されるもの
には IFF_DEPRECATEDフラグのマークが付けられます。

これらのイベントが発生するたびに、dhcpagentは次のコマンドを呼び出します。

/etc/dhcp/eventhook interface event

ここで interfaceはDHCPを使用しているインタフェースを、eventは前述のイベント
キーワードの 1つをそれぞれ表します。たとえば、最初にインタフェースをDHCP
用に構成するときに、dhcpagentは、イベントスクリプトを次のように呼び出しま
す。

/etc/dhcp/eventhook net0 BOUND

イベントスクリプト機能を使用するためには、次のことを行う必要があります。

■ 実行可能ファイルに /etc/dhcp/eventhookという名前を付けます。
■ ファイルの所有者を rootにする。
■ アクセス権限を 755 (rwxr-xr-x)にします。
■ 前述のイベントに応えて一連のアクションを行うスクリプトまたはプログラムを
記述します。Sunは新しいイベントを追加する場合があるため、プログラム
は、認識されないイベントや処理を必要としないイベントについては何もせずに
無視する必要があります。たとえば、プログラムまたはスクリプトで、イベント
が RELEASEの場合はログファイルに書き込み、それ以外のイベントは無視しま
す。

■ スクリプトやプログラムを非対話型にします。イベントスクリプトが呼び出され
る前に、stdin、stdout、および stderrは /dev/nullに接続されます。出力または
エラーを見るためには、ファイルにリダイレクトする必要があります。

イベントスクリプトは、そのプログラム環境を dhcpagentから継承し、root特権で実
行します。スクリプトでは必要に応じて dhcpinfoユーティリティーを使用して、よ
り詳しいインタフェースの情報を取得できます。詳細は、dhcpinfo(1)のマニュアル
ページを参照してください。

dhcpagentデーモンは、イベントスクリプトがすべてのイベントに対して終了するま
で待ちます。55秒たってもイベントスクリプトが終了しないと、dhcpagentは
SIGTERMシグナルをスクリプトプロセスに送信します。さらに、追加の 3秒が過ぎて
もプロセスが終了しないと、デーモンは SIGKILLシグナルを送信してプロセスを強制
的に終了させます。
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dhcpagent(1M)のマニュアルページにイベントスクリプトの一例が示されています。
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DHCPコマンドとDHCPファイル (リ
ファレンス)

この章では、DHCPコマンドとDHCPファイルの関連について説明します。ただ
し、この章にはコマンドの使い方は含まれていません。

この章では、次の内容について説明します。

■ 41ページの「DHCPのコマンド」
■ 43ページの「DHCPサービスによって使用されるファイル」
■ 44ページの「DHCPサービスによって使用される SMFサービス」

DHCPのコマンド
次の表に、ネットワーク上でDHCPを管理するために使用できるコマンドを示しま
す。

表 4–1 DHCPで使用されるコマンド

コマンド 説明

/usr/lib/inet/dhcpd ISC DHCPのみ: ISC DHCPサーバーデーモン。詳細は、dhcpd(8)のマニュア
ルページを参照してください。

/usr/lib/inet/dhcrelay ISC DHCPのみ: DHCPおよび BOOTP要求を、DHCPサーバーがないネット
ワーク上のクライアントから別のネットワーク上のサーバーに中継する手
段を有効にします。詳細は、dhcrelay(8)のマニュアルページを参照してく
ださい。

/usr/lib/inet/in.dhcpd レガシーの Sun DHCPのみ:レガシーの Sun DHCPサーバーデーモ
ン。デーモンはシステムの起動時に起動されます。した
がって、サーバーデーモンを直接起動すべきではありません。デーモンの
起動や停止には、DHCPマネージャー、 svcadmコマンド、または
dhcpconfigを使用できます。問題をトラブルシュートするためにデーモン
をデバッグモードで実行する場合にのみデーモンを直接起動します。詳細
は、in.dhcpd(1M)のマニュアルページを参照してください。
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表 4–1 DHCPで使用されるコマンド (続き)
コマンド 説明

/usr/sadm/admin/bin/dhcpmgr レガシーの Sun DHCPのみ: DHCPマネージャー。DHCPサービスの構成や
管理に使用するグラフィカルユーザーインタフェース (GUI)ツールで
す。DHCPマネージャは、推奨DHCP管理ツールです。詳細
は、dhcpmgr(1M)のマニュアルページを参照してください。

/usr/sbin/dhcpagent DHCPクライアントデーモン。DHCPプロトコルのクライアント側を実装
します。詳細は、dhcpagent(1M)のマニュアルページを参照してください。

/usr/sbin/dhcpconfig レガシーの Sun DHCPのみ: DHCPサーバーや BOOTPリレーエージェント
の構成や構成解除を行うために使用されます。さらに、データストアを別
のデータストアへ変換したり、DHCP構成データのインポートやエクス
ポートを行うときにも使用します。詳細は、dhcpconfig(1M)のマニュアル
ページを参照してください。

/usr/sbin/dhcpinfo レガシーの Sun DHCPのみ: Oracle Solarisクライアントシステムのシステム
起動スクリプトによって、DHCPクライアントデーモン dhcpagentから情報
(ホスト名など)を取得するために使用されます。また、スクリプトやコマ
ンド行で dhcpinfoを使用して、特定のパラメータ値を取得することもでき
ます。詳細は、dhcpinfo(1)のマニュアルページを参照してください。

/usr/sbin/dhtadm レガシーの Sun DHCPのみ: dhcptab表内のオプションやマクロを変更する
ために使用されます。このコマンドは、DHCP情報を自動的に変更するた
めに作成するスクリプトでもっとも役立ちます。dhtadmに -Pオプションを
指定し、その出力を grepコマンドにパイプで渡すと、dhcptab表内の特定
のオプション値をすばやく検索できます。詳細は、dhtadm(1M)のマニュア
ルページを参照してください。

/usr/sbin/ipadm IPアドレスをネットワークインタフェースに割り当てる場合、ネット
ワークインタフェースパラメータを構成する場合、あるいはその両方の場
合に、システムブート時に使用されます。DHCPクライアントでは、ipadm

によってDHCPが起動し、ネットワークインタフェースの構成に必要なパ
ラメータ (IPアドレスを含む)が取得されます。詳細は、ipadm(1M)のマ
ニュアルページを参照してください。

/usr/sbin/omshell ISC DHCPのみ: Object Management API (OMAPI)を使用して ISC DHCP
サーバーの状態を照会および変更する手段を提供します。詳細
は、omshell(1)のマニュアルページを参照してください。

/usr/sbin/pntadm レガシーの Sun DHCPのみ: DHCPネットワークテーブルを変更するときに
使用されます。このテーブルでは、クライアント IDと IPアドレスが対応
付けられ、オプションとして構成情報と IPアドレスが関連付けられま
す。詳細は、pntadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

/usr/sbin/snoop ネットワーク経由で渡されるパケットの内容を取得および表示するときに
使用されます。snoopは、DHCPサービスの問題をトラブルシューティング
するときに役立ちます。詳細は、snoop(1M)のマニュアルページを参照して
ください。

DHCPのコマンド
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DHCPサービスによって使用されるファイル
次の表に、DHCPに関連するファイルを示します。

表 4–2 DHCPデーモンやDHCPコマンドで使用されるファイル

ファイルまたはテーブル名 説明

dhcptab レガシーの Sun DHCPのみ: DHCP構成情報のテーブルを表す総称的な用
語。構成情報は割り当てられた値と一緒にオプションとして記録され、さ
らにマクロとしてグループ化されます。dhcptabテーブルの名前と場所
は、DHCP情報用に使用するデータストアによって決まります。詳細
は、dhcptab(4)のマニュアルページを参照してください。

DHCPネットワークテーブル レガシーの Sun DHCPのみ: IPアドレスをクライアント IDおよび構成オプ
ションにマップします。DHCPネットワークテーブルの名前
は、10.21.32.0など、ネットワークの IPアドレスに基づいて付けられま
す。dhcp_networkというファイルはありません。DHCPネットワーク
テーブルの名前と場所は、DHCP情報用に使用するデータストアによって
決まります。詳細は、dhcp_network(4)のマニュアルページを参照してくだ
さい。

/etc/dhcp/eventhook レガシーの Sun DHCPのみ: dhcpagentデーモンが自動的に実行できるスク
リプトまたは実行可能ファイル。詳細は、dhcpagent(1M)のマニュアル
ページを参照してください。

/etc/inet/dhcpd4.conf

/etc/inet/dhcpd6.conf

ISC DHCPのみ: ISC DHCPサーバー dhcpd用の構成情報を含みます。詳細
は、dhcpd.conf(5)のマニュアルページを参照してください。

/etc/inet/dhcpsvc.conf レガシーの Sun DHCPのみ: DHCPデーモンの起動オプションと、データス
トア情報を格納しています。このファイルを手動で編集してはいけませ
ん。起動オプションの変更には dhcpconfigコマンドを使用します。詳細
は、dhcpsvc.conf(4)のマニュアルページを参照してください。

/etc/dhcp/interface.dhc

/etc/dhcp/interface.dh6

DHCPから取得した特定のネットワークインタフェースの構成パラメータ
が含まれています。DHCPv4の場合、ファイル名は dhcで終わりま
す。DHCPv6の場合、ファイル名は dh6で終わります。インタフェースの
IPアドレスのリースが停止されると、このクライアント
は、/etc/dhcp/interface.dhcにある現在の構成情報をキャッシュしま
す。たとえば、DHCPが qe0インタフェースで使用されている場
合、dhcpagentは、構成情報を /etc/dhcp/qe0.dhcにキャッシュしま
す。DHCPが次にこのインタフェースで起動するときに、リースの有効期
限内であれば、このクライアントはキャッシュされた情報を使用するよう
に要求します。DHCPサーバーがこの要求を拒否すると、クライアントは
標準のDHCPリースネゴシエーション手順を開始します。

/etc/default/dhcpagent dhcpagentクライアントデーモンのパラメータ値を設定します。パラ
メータについては、/etc/default/dhcpagentファイルか、dhcpagent(1M)
のマニュアルページを参照してください。

DHCPサービスによって使用されるファイル
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表 4–2 DHCPデーモンやDHCPコマンドで使用されるファイル (続き)
ファイルまたはテーブル名 説明

/etc/dhcp/inittab

/etc/dhcp/inittab6

レガシーの Sun DHCPのみ:データ型などのDHCPオプションコードのさ
まざまな要素を定義し、ニーモニックラベルを割り当てます。ファイルの
構文については、dhcp_inittab(4)のマニュアルページを参照してくださ
い。/etc/dhcp/inittab6はDHCPv6クライアントによって使用されます。

クライアント側では、/etc/dhcp/inittabファイル内の情報は、情報を判
読するユーザーに意味のある情報を提供するために dhcpinfoコマンドに
よって使用されます。DHCPサーバーシステムでは、DHCPデーモンと管
理ツールがこのファイルからDHCPオプション情報を入手します。

以前のリリースで使用されていた /etc/dhcp/dhcptagsファイルは
/etc/dhcp/inittabファイルで置き換えられています。

/var/db/isc-dhcp/dhcp4.leases

/var/db/isc-dhcp/dhcp4.leases~

/var/db/isc-dhcp/dhcp6.leases

/var/db/isc-dhcp/dhcp6.lease~

ISC DHCPのみ: DHCPv4およびDHCPv6サーバー用のリースを一覧表示し
ます。ファイル名の末尾に「~」が付いたファイルは以前のコピーです。

DHCPサービスによって使用される SMFサービス
次の表では、DHCPに関連する SMFサービスを一覧表示します。

表 4–3 DHCPデーモンおよびコマンドによって使用される SMFサービス

SMFサービス名 説明

svc:/network/dhcp-server:default

レガシーの Sun DHCPサービスの情報を格納します。

svc:/network/dhcp/server:ipv4

svc:/network/dhcp/server:ipv6

ISC DHCPサービスの情報を格納します。

svc:/network/dhcp/relay:ipv4

svc:/network/dhcp/relay:ipv6

DHCPまたは BOOTP要求をリモートの ISC DHCPサーバーに中継で
きるサービスの情報を格納します。

svc:/network/dns/client

DNS照会を解決するために使用される情報を格納します。DHCP
サーバーの構成中に、DNSドメインとDNSサーバーに関する情報に
ついてこの SMFサービスが確認されます。

svc:/system/name-service/switch ネームサービスデータベースの場所と、さまざまな種類の情報につい
てネームサービスを検索する順序を指定します。このサービス
は、DHCPサービスを構成するときに正確な構成情報を提供します。

DHCPサービスによって使用される SMFサービス

Oracle Solaris 11.1でのDHCPの作業 • 2012年 10月44

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=REFMAN4dhcp-inittab-4


索引

B
BOOTPプロトコル,およびDHCP, 9

D
dhcpagentコマンド,説明, 42
dhcpagentデーモン, 26
dhcpagentデーモン,パラメータファイル, 43
dhcpagentファイル,説明, 43
dhcpconfigコマンド,説明, 42
dhcpd4.confファイル,説明, 43
dhcpd6.confファイル,説明, 43
dhcpdデーモン,説明, 41
dhcpinfoコマンド,説明, 42
dhcpmgrコマンド,説明, 42
dhcpsvc.confファイル, 43
dhcptabテーブル,説明, 43
DHCPv4クライアント,ネットワークインタ
フェースの管理, 27

DHCPv4とDHCPv6の比較, 23
DHCPv6,クライアント名, 23
DHCPv6管理モデル, 22
DHCPv6クライアント,ネットワークインタ
フェースの管理, 28

DHCPv6とDHCPv4の比較, 23
DHCPイベント, 38–40
DHCPクライアント

IPアドレスの解放, 32
IPアドレスの停止, 32
イベントスクリプト, 38–40
開始, 32

DHCPクライアント (続き)
管理, 31
起動, 26
構成解除, 30–31
シャットダウン, 29
使用可能にする, 30
使用不可にする, 30–31
定義, 15
でプログラムを実行, 38–40
パラメータ, 32–33
複数のネットワークインタフェース, 33–34
ホスト名
指定, 35

リースなしのネットワーク情報, 32
リースの延長, 32
論理インタフェース, 33–34

DHCPコマンド行ユーティリティー,特権, 17
DHCPネットワークテーブル,説明, 43
DHCPプロトコル

Oracle Solaris実装の利点, 10
イベントのシーケンス, 11
概要, 9

DHCPリースの延長, 32
dhcrelayコマンド,説明, 41
dhtadmコマンド,説明, 42

E
/etc/default/dhcpagentファイル, 32–33
説明, 43

/etc/dhcp/dhcptagsファイル,説明, 44

45



/etc/dhcp/eventhookファイル, 39
説明, 43

/etc/dhcp/inittabファイル,説明, 44
/etc/dhcp/interface.dh*ファイル,説明, 43
/etc/inet/dhcpd4.confファイル,説明, 43
/etc/inet/dhcpd6.confファイル,説明, 43
/etc/inet/dhcpsvc.confファイル,説明, 43
eventhookファイル, 39

I
in.dhcpdデーモン,説明, 41
ipadmコマンド, DHCPクライアントの制御, 31
ipdamコマンド, DHCPおよび, 42

M
MACアドレス, 22

N
/network/dhcp/relay SMFサービス,説明, 44
/network/dhcp-server SMFサービス,説明, 44
/network/dhcp/server SMFサービス,説明, 44
/network/dns/client SMFサービス, DHCPに
よって使用, 44

O
omshellコマンド,説明, 42

P
pntadmコマンド,説明, 42

S
SMFサービス, DHCPによって使用, 44
snoopコマンド, DHCPおよび, 42

/system/name-service/switch SMFサービス,
DHCPによって使用, 44

U
/usr/lib/inet/dhcpdデーモン,説明, 41
/usr/lib/inet/dhcrelayコマンド,説明, 41
/usr/lib/inet/in.dhcpdデーモン,説明, 41
/usr/sadm/admin/bin/dhcpmgrコマンド,説明, 42
/usr/sbin/dhcpagentコマンド,説明, 42
/usr/sbin/dhcpconfigコマンド,説明, 42
/usr/sbin/dhcpinfoコマンド,説明, 42
/usr/sbin/dhtadmコマンド,説明, 42
/usr/sbin/ipdamコマンド, DHCPおよび, 42
/usr/sbin/omshellコマンド,説明, 42
/usr/sbin/pntadmコマンド,説明, 42
/usr/sbin/snoopコマンド, DHCPおよび, 42

あ
アイデンティティーアソシエーション, 24

お
オプション要求, 25

か
管理モデル, 22

く
クライアント ID, 22
クライアントの構成, 22

こ
構成, DHCPクライアント, 21

索引

Oracle Solaris 11.1でのDHCPの作業 • 2012年 10月46



し
新機能

DHCPイベントスクリプト, 38–40
論理インタフェース上のDHCP, 33–34

ふ
複数のネットワークインタフェース, DHCPクラ
イアントシステム, 33–34

ほ
ホスト名,クライアントからの要求の有効化, 35

る
ルーター広告, 27

ろ
論理インタフェース, 24

DHCPクライアントシステム, 33–34

索引

47



48


	Oracle® Solaris 11.1 での DHCP の作業
	はじめに
	対象読者
	Oracle サポートへのアクセス
	表記上の規則
	コマンド例のシェルプロンプト

	DHCP について (概要)
	DHCP プロトコルについて
	DHCP を使用することの利点
	DHCP の動作
	ISC DHCP サーバー
	レガシーの Sun DHCP サーバー
	DHCP クライアント

	ISC DHCP サービスの管理
	DHCP サーバーのタスク
	ユーザーに DHCP コマンドへのアクセス権を付与する方法
	ISC DHCP サーバーを構成する方法
	DHCP サービスの構成を変更する方法


	DHCP クライアントの構成と管理
	DHCP クライアントについて
	DHCP 管理モデル
	MAC アドレスとクライアント ID

	DHCPv4 と DHCPv6 の相違点
	DHCP プロトコルの詳細
	論理インタフェース
	オプションのネゴシエーション
	構成の構文
	DHCP クライアントの起動
	DHCPv6 通信
	DHCP クライアントプロトコルはネットワーク構成情報をどのように管理するか
	DHCPv4 クライアントはネットワーク構成情報をどのように管理するか
	DHCPv6 クライアントはネットワーク構成情報をどのように管理するか

	DHCP クライアントのシャットダウン

	DHCP クライアントを使用可能または使用不可にする
	DHCP クライアントを有効にする方法
	DHCP クライアントを無効にする方法

	DHCP クライアント管理
	DHCP クライアントで使用される ipadm コマンドオプション
	DHCP クライアント構成パラメータの設定
	DHCPv4 の場合
	DHCPv4 および DHCPv6 の場合


	複数のネットワークインタフェースを備えた DHCP クライアントシステム
	DHCPv4 クライアントのホスト名
	DHCPv4 クライアントが特定のホスト名を要求できるようにする方法

	DHCP クライアントシステムとネームサービス
	DHCP クライアントのイベントスクリプト

	DHCP コマンドと DHCP ファイル (リファレンス)
	DHCP のコマンド
	DHCP サービスによって使用されるファイル
	DHCP サービスによって使用される SMF サービス

	索引

